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李 敏　子
1．はじめに
　家族は子供が最初に経験する人聞関係であり，子供の人格形成に大きな影響を及ぼす。子供
は親に絶対的に依存しているため，どんなに苦痛であっても家族から離れられない。子供が
「なぜ，この家に生まれたのか。なぜ，この親から生まれたのか」と感じることは，しばしば
見られる。しかし子供は無力であり，そう感じたとしても，家庭の状況を変えることは不可能
に近い。そのため，子供なりに家族に適応するすべを身につけていく。これはしばしば，子供
の本来的なあり方を抑圧した過剰な適応となり，そのことの無理が子供のさまざまな病理を生
み出すと言える。
　たとえば，父親がいつもガミガミ怒鳴っているとすると，子供は父親を怒らせないように常
に緊張してビクビクし，自分のことよりも親の顔色を窺うようになる。虐待されている子供も，
子供らしさを犠牲にして大人の顔色を窺い「小さな大人」のようになる。また，親の愛情を失
いたくないために，親をかばって，虐待の事実を隠そうとする。継父から性的虐待を受けてい
た女児が，母親の幸せをこわしてはならないと思い，ずっと耐えていたという事例もある。子
供は親が思っている以上に，親の心情を思いやる能力をもっている。親がいなければ生きてい
けないことを知っているから，親の気持ちを先取りして，それにこたえようとするのである。
　一方に，無意識的にではあるが自分の期待どおりに子供を作りあげようとする親がおり，他
方には，その親に必死で適応しようとする子供がいる。子供は親の期待を読み取って行動して
いるうちに，どこまでが自分の願望であり，どこからが親の願望であるのか，その境界線があ
いまいになってくる。自我境界があいまいになり，心の中が親の考えによって占領されるよう
になると，子供の健全な自我発達が損なわれてしまう。このようになるのは，親が子供の自我
境界を越えて侵入したためである。
　Winnicott（1965）は，子供が自分独自の生活を発見するには，「誰か他の人と一緒にいて
しかも一人であるという体験」が基礎になると言っている。これは，だれかがそばにいて安心
して自分になれることが，自己形成の条件であることを意味している。そばにいるだれかのこ
とが気になって自分のことに集中できない状況では，自己の育つ余地がない。
　家族は，互いにさまざまな願望やイメージを投げかけあう。その諸相について以下に述べた
い。
2．親子が投げかけ合うイメージ
　「家族ロマンス」とはFreud（1909）が名づけたもので，両親について子供が思い描くファ
ンタジーのことである。子供は幼いころには両親を過大評価しているが，大きくなるにつれて
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実際の親の欠点に気づく。その時に，自分は，今の親とは違う身分の高いりっぱな親の子供で
あると空想するのである。これは，神話やおとぎ話によく見られるテーマであり，たとえば，
イエス・キリストは貧しい大工ヨセブの息子として生まれたが，実は神の子であったという伝
説は，家族ロマンスの最も卓越した表現と言える。たいていの場合は，親の欠点や限界を含め
て現実の親を受け入れるとともに，家族ロマンスは忘れられていく。しかし，この空想が確信
にまで至ると「もらい子妄想」となる。
　養護施設で暮らす子供たちは，親に遺棄されたり虐待を受けたりしていても，やさしい親が
むかえに来てくれるというファンタジーをもっという。虐待する恐ろしい親の姿は否認され，
空想の中で優しい親のイメージだけをふくらましていく。
　Freud（1908）は，空想は夢と同様に願望充足であり，「幸福な人は決して空想しない。空
想するのは満たされていない人だけだ」と述べた。空想はだれもがするものであり，現実の世
界をゆたかにするという面をもつが，空想の世界にだけ閉じこもるのは，確かに満たされない
人だけかもしれない。現実があまりにも過酷である時，人はその現実を否認し，空想の中で現
実とはかけ離れた別の現実を作りあげる。そして，空想の世界にひたりきってしまうと病理的
になる。逆に，現実がある程度，子供の願望を満たすものである時，子供は空想と現実を区別
して現実を受け入れられるようになる。
　しかし，欲求や願望を「ある程度」みたすことが重要なのであって，すべてを満たそうとす
ると子供を「幼児的万能感」に押しとどめ，健全な発達を損なう。子供は幼いころは万能感を
もつが，欲求がすべてかなえられるわけではないという経験によって，欲求不満耐性を身につ
け，万能感から脱し，不完全な現実を受け入れられるようになる。欲求不満を経験し，それを
乗り越えることが，健全な自己発達にとって重要であるが，この乗り越えが可能になるのは，
ある程度欲求が満たされているからである。
　大家族の時代には，子供も多くて家庭が貧しく，欲求不満の経験が日常的にあり，それに耐
えて現実感覚を身につけていったが，最近では子供の数が少なくなり，親は子供のために，特
に物質的な欲求を無条件にかなえようとする傾向がある。そのたあ，幼児的万能感から脱却で
きず，欲求はすべて即時に満たそうとし，満たされないとすぐにキレル子供がふえている。少
年の非行においても，欲しかったから盗んだ，むかついたから殺したという短絡的な発想が目
立つ。また，自分のバイクを人一倍大切にしているのに，人のバイクは欲しかったら盗むとい
うような自己中心性も顕著である。
　子供の欲求をある程度までしかかなえられないという限界を毅然と示すことが，親には必要
である。そのことが子供の現実感覚を育てるのであるが，最近の親はその点で脅えていて自信
をもてないような印象を受ける。
　Jung（1935）は心を意識と無意識に分け，無意識をさらに個人的無意識と普遍的無意識に
分けた。個人的無意識は個入的なコンプレックスからなり，普遍的無意識は，元型，つまり神
話やおとぎ話などのモチーフに見られるように世界中で普遍的なイメージからなる。
　Jung（1939）によれば，元型の一つに母親元型があるが，母親元型には2っの面がある。
一方は，子供を生み育て，包容力があり，何をしても許してくれる無限の慈愛をもつ優しい母
のイメージであり，もう一方は，子供を破壊し呑みこむ恐ろしい母のイメージである。これら
は心の深層にある普遍的なイメージであるが，母親元型の無限の慈愛と許しのイメージを現実
の人間に投げかけて，その人が実際にそのように振舞うことを期待することがある。一般的に
は，男性が女性に対して，あるいは子供が母親に対して投げかけることが多い。援助職に関わ
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る人も，そのような母親元型のイメージを投げかけられやすい。しかし生身の人間が，このイ
メージにこたえ続けることは不可能である。献身的な母親や治療者は，この期待にこたえよう
として，かえって子供やクライエントの現実吟味力を損なってしまう。
　健康な人は，現実の経験によって，母親の元型的イメージと現実の母親とは異なることを理
解する。心の病気の時には，意識の力が弱まり，普遍的無意識にある元型的イメージが活性化
する。この元型的イメージを母親に投げかけ，母親がそのイメージにこたえてしまうと，病的
状態をさらにエスカレートさせることになる。
　たとえば家庭内暴力の子供が，母親に暴力をふるう場合を考えてみよう。日本の母親によく
見られる反応として，自分さえ犠牲になれば子供は立ち直ってくれるのではないか，私がいな
ければこの子は生きていけないと思い，暴力をふるわれても耐えたり，無理な要求をっきつけ
られても，ただ従っていることがある。平気で殴れるということは，すでに相手を独立した個
人として尊重していないからであり，夫から妻への暴力，親から子供への虐待の場合にも同様
であるが，相手を自己の所有物のようにみなしている。すなわち，自我境界が侵犯されている
のである。
　母親が殴られ続けることは，子供のためならどんな犠牲もいとわない慈愛に満ちた母親元型
のイメージを活性化し，神話的世界をエスカレートさせ，現実の歯止めを失わせる。また，母
親がオロオロして言いなりになり続けることは，子供を幼児的万能感へと退行させるだろう。
このように母親が暴力に耐え続けることは，子供にとって，一時的なストレスの発散という以
外に何ら益するところがない。
　問題なのは，母親が，子供のたあに良い母親であろうとして，入として当然の感覚を失って
いることである。暴力をふるわれることは，人間としての尊厳を傷つけられることであり，一
個の人間として怒りを感じずにはおれないはずである。母親であることは，子供に対する役割
であり，一個の人格として生きることの上に成り立つ。しかし社会にはまだ，母親に対して無
私の献身を美徳とする風潮があり，母親自身も自分を失ってまで母親であろうとする。そこに
悲劇が生じると思われる。
　1997年に，家庭内暴力を受け続けた父親がその子供を殺すという事件があった。この事件で
も，父親が暴力を受け続け子供に従い続けたことが，悲惨な結末を生んだと思われる。それは，
人としての忍耐の限界を超えることであっただろう。たとえ親子であっても，互いに別の人格
として踏み越えてはならない一線があり，親も子供から踏み越えられてはならない一線を守る
べきである。
　1977年にも，家庭内暴力の開成高校生を父親が殺した事件があった。この高校生は，鼻が低
いことに悩み，「鼻が低い原因は母親に似たからだ」と母親を責め，また，両親に対して，教
養がなく社会的地位が低いことをばかにした。
　思春期には自己の現実に直面し，他人と比較して外見や成績などに劣等感をもっことが多い。
また，親の現実や限界も見えてくる。その時に，心の中で，この高校生のように考えることは，
さほど特別なことではない。しかし，そのことで親を直接責めているところが問題である。子
供が自分の現実を受け入れられない時には，すべてを親のせいにして親を責めることになりや
すい。そのことによって，かろうじて自己の安定を保てる。しかし，たとえ子供の苦しさから
出た言葉であっても，どうにもならない外見や社会的地位について責められることは，親にとっ
ては，人として耐えがたいことだったのではないか。子供には，親だから何を言ってもしても
許されるという甘えがあったと思われる。
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　親が，一人の人間として自尊心をもてていること，それによって許容できないものは許容で
きないと限界をはっきりと示せることが，子供の現実感覚を育て，自我境界を明確にする。子
供が親に四型的イメージを投げかける時，それは神話的世界で生じるべき出来事であり，決し
て親は現実の世界でそれを生きてはならない。
　次に，親が子供に期待やイメージを投げかけている場合を考えてみたい。たとえば，不登校
の子供で，親の期待を察知してその期待通りに生きてきたが，ついにその無理が重なって学校
に行けなくなったという事例は多い。その場合，親は子供を自分の思い通りになるものとして
一体化し，自分が望むことは子供も望んでいると感じている。時には，自分のかなえられなかっ
た夢を子杉、に託して，子供を苦しめていることもある。たとえば親自身の学歴コンプレックス
を，子供をエリートに育てることで解消しようとするなど，本来は親自身が解決すべき問題を，
子供によって解決しようとする。
　児童虐待においても，子供には責任のないイメージを子供に投げかけて虐待するこ：とが多い。
実母による虐待が最も多いが，母親が子供に，自分自身の嫌いな部分や，嫌いな夫や姑に似た
部分を見てしまう。しかし本来は，自分自身の嫌いな部分は自分自身と直面して考え，夫や姑
との問題は夫や姑との関係で解決すべきである。
　また，自分の母親との関係が悪く，母親との間で未解決な問題をかかえていると，その問題
を子供に投げかけて繰り返してしまう。たとえば自分が母親に十分甘えられなかったために依
存欲求が満たされず，依存をめぐる葛藤があると，子供が甘えてくる時にイライラしてしまい，
子供の欲求を満たせなくなる。これも基本的には，母親が自分自身の問題として解決すべきで
ある。このように，親自身の未解決の心理的問題が，子供にそのままもちこされる時に，さま
ざまな問題が生じる。
　以上述べてきたように，病理をかかえている家族は，どこまでがイメージなのかというイメー
ジと現実との区別，どこまでが自分の問題なのかという自他の区別が，曖昧になっていること
が多い。また，世代間境界も曖昧であり，夫婦の間で解決すべき問題を子供に相談して子供を
苦しめていることもある。家族が健全に機能するには，投げかけられたイメージや問題を本来
それをかかえるべき人のところに返して，その人が解決できるように援助していくことが重要
である。
3．きょうだいの葛藤
　「カイン・コンプレックス」とは，旧約聖書の神話に由来するきょうだい間葛藤をあらわす
コンプレックスである。アダムとエバの間に生まれたきょうだいの兄カインと弟アベルは主に
供え物をするが，主は弟アベルとその供え物とを顧みられ，兄カインとその供え物は顧みられ
なかった。そのためカインはアベルを野原に連れ出して殺してしまう。カインは呪われて，そ
の土地を離れてゆかねばならなかった。
　これは神話の世界の物語であるが，現実の社会でも1992年に高知県で，高1の姉が中1の妹
を刺殺する事件があった（高知新聞，1992年3月5日）。高知新聞によると，動機について姉
は「妹は陽気で明るく発展的な性格。おとなしい自分とは性格が大きくちがい，以前からねた
みのような感情を抱いていた」と答えたという。
　この事件からも，普遍的無意識の神話的な世界で生じるべき出来事が，現実の世界で生じて
いることがわかる。最近のさまざまな犯罪や事件を見ると，社会全体にわたって神話的世界と
現実世界との境界が曖昧になり，夢や神話の中で生じるべき出来事が，いとも簡単に臼常生活
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で起きている。この理由として，欲望が簡単にかなえられすぎているために，現実があたかも
夢のようになり，現実の重みがなくなり，無意識の欲望がすぐに日常場面で実現されようとす
ることが考えられる。
　きょうだいの研究では，親がきょうだいを平等に扱う時，きょうだい間の好意度も高くなる
とされている。カイン・コンプレックスに見られるように，差別的な扱いが，きょうだいの関
係を悪化させる。また，親の価値観が一面的であると，きょうだい間に優劣の序列を作ってし
まう。親がそれぞれの子供の個性を認めて多様な判断を下すと，子供たちは自分が認められて
いると感じ，競い合いながらも良い関係を作っていく（河合，1980）。
　出生順位による親の養育態度の違いは，きょうだい関係に影響を及ぼす。長子は，親の考え
に支配されやすく，育児に未経験な親から一一貫性のない扱いをうけるので，自己概念が混乱し
やすい。また，常に他者からの評価を気にして「よい子」として振舞う傾向が強い。それに比
べて，第二子以下は要領よく自由に育っていることが多い。長子の立場からすれば，自分は行
動を制約され，親の考えに支配されてきたのに，次子には親が制約を緩めて自由に行動させて
いることに不満をもつ。しかし次子から見ると，親が長子ばかりをかわいがっているように見
え，何をやっても自分は長子ほど注目してもらえないという差別感と嫉妬心をもっていること
が多い。また，男子と女子のきょうだいの場合，親が男尊女卑の考えをもっていると，差別を
受けたと感じた女子が不満をもちやすい。
　最近では，きょうだいがそれぞれ個室をもち，あまり関わりがなく，表面的なつきあいになっ
ている。大家族できょうだいが多かった時には，きょうだいでけんかをしたり助け合うことで，
人との軋礫，葛藤を経験し，自分をどの程度主張し，どの程度抑えなければならないかを経験
的に知った。子供の数が減り，親が子供一人一人を保護する傾向にあり，そのような機会は減っ
ている。また，親と子供の相性の問題は避けがたいが，親がある子供だけを溺愛すると，核家
族では容易にバランスが壊れてしまう。
4。子育ての工夫
　核家族になり，子育ては難しくなった。母親が一人で子育てをすると，どうしても価値観が
偏りがちになる。虐待する場合でも，教育熱心になる場合でも，密室で母親一人が子供と関わっ
ていると，どんどん感情がエスカレートしていく危険がある。そこに，だれかがいて，母親の
相談相手になってくれると，母親の偏りも緩和されるし，子育てに対して客観的になれる。家
庭内暴力の場合も，他人が家にいる時には生じないが，家族の恥は世間に隠すという意識によっ
て，第三者の介入を妨げてしまうことがある。
　大家族の時代には，家族の中に多様な価値観があり，いろんな大入がいた。構成員間に葛藤
や対立もあったが，子供が一面的な価値観におしつぶされる危険は少なかった。最近では子供
の数が減ったため，母親は余剰エネルギーをすべて子供に注ぐようになり，母親の価値観が子
供に影響しやすくなった。父親が子育てに関わらないことが，この傾向に拍車をかけている。
育児が大変な仕事であるにもかかわらず，だれもがしていることとしてあまり評価されず，で
きなければ母親が悪いとして非難されること，また，特に専業主婦の場合，子供の学業成績な
どが自分の子育ての成果として，子供によって自分の評価を得ることが，いっそう子供への一一
体化または支配を生んでいる。
　核家族での子育てにおいては，夫の協力とともに，地域のサポートの充実が求められる。家
族内の人的資源が不足しているので，個々人の工夫だけでなく，社会的支援が得られるように
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体制をととのえていくことが必要であろう。
　母親の育児不安は，’夫婦が共に育児をしているという意識や，育児以外に自分の時間をもて
ることによって緩和される。つまり，母親としてではなく，一人の人間として満足して生活し
ているかどうかが重要なのである。仕事をもっているか専業主婦であるかによらず，現在の自
分の人生に満足している母親が，子供に最も多くのものを与えられるのであり，人生に不満を
感じている母親は結果的に子供を束縛する。
　幼い子供を育てることは骨の折れる仕事であり，親の献身と犠牲を必要とする。このことは，
当然のこととして受け入れる必要があるだろう。子供が成長するにつれて，親の関わりは，身
体的な世話からより精神的なものへと比重を移していく。精神的な面について言えば，どれだ
け献身的に尽くすかではなく，自分自身の人生の問題を主体的に引き受け，子供に肩代わりさ
せないこと，それが親としての子供への責任であると思われる。
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